


Ⅰ.レノグラム計量診断に関する試み

学童の腎疾患は年々増加する傾向にあり,その診断法,ならびに治療法管理法に

ついて未だ解決されていない問題も多い。

私どもが日常診療において使用しているラヂオアイソトープレノグラムは腎循

環動態を経時的に表わし,かつ腎機能を評価する方法として有用な検査法であ

り,これまで各種腎疾患の診断に,また長期にわたる腎疾患患児の腎機能の経時

的観察の一手段として用いられてきた。しかし一面,定性的評価のみで定量化

が難しく,かつ再現性に乏しいとの欠点もある。


